
 

 

 

 

 

 

 

    

「「「「実感実感実感実感をををを伴伴伴伴ったったったった」」」」理科学習理科学習理科学習理科学習のののの推進推進推進推進をををを    
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 学習指導要領が改訂され、いよいよ新しい理科教育がスタートしました。各学校では移行措置の 

先行実施に伴い、本年度から新しい内容に基づく授業が展開されていることと思います。 

 新学習指導要領では、理科の教科全体の目標が次のように変更されました。 

【現行学習指導要領】 

  自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、問題解決の能力と自然を愛する心情 

を育てるとともに、自然の事物・現象についての理解を図り、科学的な見方や考え方を養う。 

【新学習指導要領】 

  自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、問題解決の能力と自然を愛する心情 

を育てるとともに、自然の事物・現象についての実感を伴った理解を図り、科学的な見方や考 

え方を養う。 

 上記のように、理科全体の目標については、現行の「子どもが自然事象について予想や仮説を持

つなどの見通しの基で観察、実験を行い、得られた結果と予想や仮説とを照らし合わせその修正や

検証を行い、考えをつくり上げる」という問題解決をベースにした学習を基本的に継承しています。

この基本目標に加えて、「実感を伴った理解」が付け加えられました。 

 「実感を伴った理解」とは、①具体的な体験を通して、②主体的な問題解決を通して、③実際の

自然や生活との関係への認識を通して理解を図るということです。つまり、理科授業で学習したこ

とをイメージや自分なりの言葉で表現させたり、日常生活と関連させたりして、理科をより身近な

ものと感じさせ、理解の定着を図ることがより強く求められているのです。 

 さて、理科教育センターは昨年度市教育センター内に事務局を移し、運営体制の整備を図って参

りました。本年度から常任委員がワーキングチームとして企画・立案に携わるようにし、新学習指

導要領に対応した理科学習の推進に努めて参りたいと思っています。 

 そこで、本年度理科センターの協力校を募集し、鳥飼小学校に決定しました。また、初任者と３

年目の先生方に対し、本年度及び次年度から新たに加わる教材の指導の在り方について研修する場

を設定することにしました。具体的には久留米高専の准教授越地尚宏先生を指導者に迎え、理科セ

ンターの常任委員もサポートに入って、第 6学年・新教材「電気の利用と働き」の学習指導の在り

方を研修します。さらに、6月と 10月に予定しています授業研究会では、理科学習のベテランで

ある常任委員が授業を提供し、これまで培ってきた理科学習指導のポイントやノウハウを提供して

いく予定です。また、今回、62 回目を迎える小学校理科作品展につきましては、9 月５・６日に

協力校の鳥飼小学校で実施する予定です。 

 観察･実験や課題学習を多く取り入れるなど体験的･問題解決的な学習を重視し、理科に対する興

味･関心や知的好奇心･探究心を高めるなどして、学ぶ意欲を引き出し理科好きな子どもが久留米の

地に増えることを念願しています。 

平成２１年度 №１   

 

 

 

 

 

        平成２１年６月１０日 発行 

発 行 者 

久留米市理科教育センター 

所長  井上 正明 

久留米市東合川５丁目８番５号 

(地場産業振興センター２Ｆ) 

ＴＥＬ ４０－８１２４ 

ＦＡＸ ４４－０６１２ 



理科センター主催の今年度の事業計画 
 

月 日 事 業 名 及 び 内 容 会 場 参加対象者 

６ 19 

 

第１回授業研究会 
 

○３学年「風やゴムの働きを調べよう」 

  提案者 小森野小 教諭 宮路 康幸 

久留米市立 

鳥飼小学校 

理科センター委員 

及び希望者 

 ３年生の新しい単元「風とゴムのはたらきをしらべ

よう」で、風の力・ゴムの力で動く教材を使って、どの

ように学習を進めていったらよいかを提案します。 

協議会では理科学習の課題を踏まえて、これからの

理科学習の授業づくりについて一緒に考えていきたい

と思います。 

 

○５学年「生命のつながり(３)たんじょうのふしぎ」 

  提案者 東国分小 教諭 井手 義隆 

 本時は、水の中にメダカなどの餌になるものがある

という予想をもとに、顕微鏡等の観察器具を正しく使

用させながら、プランクトンについて調べていきます。

授業では、デジタル顕微鏡等を用いて拡大画像をス

クリーンに映し出し、児童一人一人が事実を共有しな

がらとらえることができるようにします。 

授業後は、先生方に「小さな魚の食べ物」を観察し

ていただきます。 

 

 

８ 27 

 

実験・実技講習会 
 

○実験・実技講習①（午前） 

  ３学年 提案者 西国分小 教諭 江﨑 直子 

  ４学年 提案者 御 井小 教諭 河野あやめ 

  ５学年 提案者 青 木小 教諭 猪口 恭浩 

  ６学年 提案者 南 薫小 教諭 内野 秀華 
 

○実験・実技講習②（午後） 

  ６学年・新教材「電気の利用と働き」 

  講師 久留米工業高等専門学校 

       准教授 越地 尚宏 先生 

久留米市立 

鳥飼小学校 

理科センター委員 

及び希望者 

９ 

５ 

～ 

６ 

 

第６２回久留米市小学校理科作品展 
 ○研究物・創作物・採集物の展示 

久留米市立 

鳥飼小学校 

児童及び 

その保護者 

10 21 

 

第２回授業研究会 
 ○４学年 提案者  京町小 教諭 倉住 治恵 

 ○６学年 提案者  篠山小 教諭 内田 良一 

久留米市立 

篠山小学校 

理科センター委員 

及び希望者 



今年度購入予定の教材・教具の紹介 
 

（名前） 手回し送風機 

 

（使用学年） ３年 （個数） ９個 

（特徴） 電源を必要としないので自然に優しく、また、どこででも使用するこ

とができます。風量はギアを利用した３段階切替になっているので、風

の強さをかえて物の動きを調べる実験が簡単にできます。 

 

（名前） 関節の構造模型（うで） 

 

（使用学年） ４年 （個数） ６個 

（特徴） 腕を曲げた時、伸ばした時のひじ関節と筋肉の関係を調

べることができます。 

長さは約５０ｃｍ・重さは２２０ｇで、子どもに実際に

持たせて学習することができます。 

（名前） 関骨と筋肉の動き実験器 

 

（使用学年） ４年 （個数） ６個 

（特徴） 本物の筋肉と同じように、収縮力を生み出す人工筋肉を

利用して筋肉が骨を動かす様子を模型で再現できます。 

注射器に取り付けたルアーコックを開け閉めすること

で、人工筋肉を止めることができます。 

（名前） 筋肉と関節の模型 

 

（使用学年） ４年 （個数） ６個 

（特徴） 腕ゴム製筋肉つきの右腕と左足の骨格のセ

ットです。 

 筋肉の収縮が関節部の運動を引き起こす様

子を説明するのに最適な骨格模型です。 

（名前） 人体解剖模型 

 

（使用学年） ６年 （個数） ４個 

（特徴） 体内の各部（右頭部・左頭部・半脳・心臓(２分割)・胃・

肝臓・腸）を取り外して、実際に手にとって観察すること 

ができます。詳しい図解入りの解説書も付いているので、各

部の名称を間違えることはありません。 

（名前） 三 球 儀 

 

（使用学年） ６年 （個数） ６個 

（特徴） 地球・月・太陽の三球を使い、日食・月食・四季の変化・

公転・自転・月の満ち欠けなど、天体の様々な現象を調べる

ことができます。太陽は１５０ｍｍ・地球は８０ｍｍ・月は

２５ｍｍの大きさです。 

（名前） 顕微鏡照明装置 

 

（使用学年）顕微鏡使用時 （個数） ６個 

（特徴） この照明装置を使えば曇っていても雨が降

っていてもいつでも顕微鏡を使うことができ

ます。ＬＥＤを使用しているので、ちらつく

ことなく安心して使えます。 



平成２１年度の理科センター委員 
 

久留米の理科教育の振興のために、みんなで力を合わせて取り組んでいきます。 
 

第３学年担当 第４学年担当 第５学年担当 第６学年担当 

宮地 康幸 

野口  修 

江﨑 直子 

飯田 浩二 

中村久美子 

原田 博史 

石橋 知美 

井手口桂子 

樋口 正道 

松隈伊都子 

原島 義隆 

小森野 

鳥 飼 

西国分 

草 野 

城 島 

西牟田 

犬 塚 

日 吉 

大 橋 

水 分 

大 城 

古賀  清 

倉住 治恵 

河野あやめ 

藤野 美樹 

井浦美知子 

後藤 初美 

日高 美佐 

柳瀬 和之 

川島 和久 

樋口 明美 

原  絹枝 

北 野 

京 町 

御 井 

山 川 

上 津 

安 武 

荒 木 

津 福 

船 越 

田主丸 

金 島 

香月 正範 

井手 義隆 

堀田  舞 

多々野智子 

原  将成 

野口 雅宏 

松本由紀子 

大石 勝敏 

舎川美紀子 

西島 和代 

寺嶋  勲 

猪口 恭浩 

青 峰 

東国分 

荘 島 

長門石 

合 川 

宮ノ陣 

高良内 

善導寺 

水 縄 

川 会 

下 田 

青 木 

酒見信一郎 

内田 良一 

牟田 安範 

内野 秀華 

執行 和彦 

山口 育子 

古野  隆 

二田 伊織 

安丸須賀子 

髙倉 敬司 

藤本 幸雄 

田中  昇 

三 潴 

篠 山 

金 丸 

南 薫 

南 

大善寺 

柴 刈 

山 本 

竹 野 

弓 削 

江 上 

浮 島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県立青少年科学館の事業案内 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 科学館の入館招待券とプラネタリウム招待券をペアで１０名の方に差し上げます。 

希望される方は、１ 所属校 ２ 名前 ３ 理科の学習でうまくいったこと（楽しか

った・うれしかった）ことをお書きの上、Fax かメールで下記の宛先までお送りください。 

  なお、３については理科センター便りに掲載することを御了承ください。 

  応募者多数の場合は、抽選で招待券をお送りいたします。 

ＦＡＸ ０９４２－６４－３８９２ 

   メール ｍｉｚｐｒ―ｆａ＠ｋｕｒｕｍｅ．ｅｄ．ｊｐ  三潴小学校 酒見宛 

企画展 

太陽のふしぎ 

～皆既日食のひみつをさぐる～ 
６月６日(土)～６月３０日(火) 

７月２２日(水)に、日本で皆既日食が観測されま

す。太陽のことや皆既日食の秘密を知ることがで

きるパネル展です。 

プラネタリウム番組 

皆既日食７．２２ 

～「黒い太陽」を求めて～ 
３月７日(土)～７月２２日(水) 

 この夏、日本で見られる世紀の天体ショー「皆

既日食」を一足先に体感してみませんか！ 

プラネタリウム番組 

恐竜キング 

～ボクらの地球をとりもどぜ～ 
６月６日(土)～８月３１日(月) 

 宇宙海賊に替えられた地球の歴史を元に戻すた

め、D キッズは恐竜時代にタイムワープします。 

星と音楽の夕べ 

～七夕コンサート～ 
７月４日(土)６：３０～８：００  

夏の星空散歩・生演奏によるコンサート 

１ヶ月前から電話で予約します。無料ですが、

先着順で定員２５４名までです。 

日食講座 
６月２１日(日) １：００～３：００  

７月１２日(日)１１：００～２：００ 

 日食の仕組みや安全な観察方法について説明し

ます。日食めがねを作成し、プラネタリウムも観

覧します。 

１ヶ月前から電話で予約、先着順です。 

参加費は、一般(８５０円)、児童･生徒(５００

円)、定員は各５０名です。 

 

チャレンジ教室 
 毎週土曜日、１１時からと２時からの各１時間、

簡単な工作教室を実施しています。参加費５０円


